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Y. Nagoshi CHUKYO LAWYER
第 5　雑感
　裁判員裁判は、現場で勝負できるという醍醐味がある。本件の裁判員の方々は、強い熱意のもと、
真剣に裁判に向き合って下さった。
　また、裁判長は、裁判員の意見を重んじ、尊重する訴訟指揮をとっておられたので、まさに現場
で、裁判員の方々を説得するくらいの勢いで弁論を行った。
　公判 3日目を終え、その夜から翌朝ギリギリまで弁論要旨を見直し、説得感のある表現を心がけ
て修正するなどスケジュール的には余裕がなかったが、裁判員の記憶が鮮明なうちに弁論できたこ
とは効果的であったと思う。
　裁判員制度自体は、長所も短所もあるかと思うが、長所を生かすことができれば、弁護士にとっ
て、これまでの刑事裁判よりもやりがいがあり、結果が出せる制度だと感じた。
